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～つなげよう・ひろげよう、支援の輪～ 

 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

支援スタッフの転居せざるをえない状況による現場スタッフの

不足や、支援を必要としている人が支援を受けられず二次避難所

などで過ごしている現状を目にしました。 

また一日支援をさせていただいた施設の現場スタッフの方からお

聞きした「たくさんお願いしたいことはあるが、何からお願いした

らいいかわからない」との言葉がとても印象に残っています。 

見通しの持てない日々のなか、一日でも早く日常が戻ることを祈

っております。 

(東京都 社会福祉法人ウィズ町田 山﨑太郎) 

 

  

 
協力団体との連携により、

とりくんでいます 

能登の街には倒壊した家屋や損壊した道路があっても、日常が続いているわけ

で、これから復旧が終わっても忘れることは無いのです。そんな中でも、作業所で働

く仲間たちは、どんな状況でも、日常の小さな幸せを感じて、素敵な笑顔を見せてく

れました。少し疲れた私たちに元気を与えてくれて、感謝は尽きません。能登に来て、

目の前に広がる「日常が破壊された風景」を見ていると、日常というのは、実は奇跡

の連続であると実感しました。障害があっても無くても皆が、生きてるってすばらし

い、と思えるように一歩ずつ前に進んでいきましょう。 

(東京都 社会福祉法人のびのび福祉会 保田雄司) 

 

輪島市の土砂災害の様子 

あすなろふたばぱいんの会にて利用者さんと 
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～現場支援と個別支援のとりくみから～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

10月27日(日)～11月2日(土)まで JDF能登災害支援セ

ンターを核とした災害支援活動に参加させて頂きました。驚い

たことは輪島市や珠洲市近辺の被災家屋の崩壊と崖崩れそして

大雨による流木と土砂の氾濫との凄まじさでテレビや新聞報道

で見る事と災害現場を「生」で見る事のインパクトの違いを強く

感じました。また震災後 10ヶ月も経過しているのに公費解体が

全体の 16％という、明らかな「公費解体の遅れ」に、憤りすら覚

えます。そんな厳しい環境の中でも前向きな障害を持った方・家

族そして輪島朝市のオバちゃん達に我々が励まされました。 

(神奈川県 社会福祉法人夢 21福祉会 佐藤文明) 

N さんは 80 歳を過ぎておられ、正月に被災しその後七尾を離れ、お子さんが住む遠い土地を転々としたそうです。でも、慣れな

い土地やなにもできない生活に疲れ、5月には七尾市に戻って来たそうです。移動支援で七尾市をいろいろ回りました。特に市役所

では、被災した自宅の後片付けの相談や今住んでいる仮設住宅のエアコンの助成金の催促など窓口で納得するまでやり取りしてい

ました。担当した窓口の職員も根気強く対応しており、お互い事情を理解しながらやり取りする姿に胸がうたれました。こうした営み

が被災からの一日も早い復興となって欲しいと願います。 

(東京都 社会福祉法人イリアンソス 磯部光孝) 

 

 

 

『１月１日の震災直後の姿はそのまま残され、被災地は

忘れ去られようとしている！』と、今年７月に個人でボラ

ンティア活動に入った際に直接被災者から聴いた言葉だ

った。被災地の強く重く響く悲鳴は、今回第２４ク―ルの

一員として改めて一週間現地に入ってみて、残念ながら

悲鳴は消えることはなく、ただ表通りでうねりを上げ倒壊

した家を引き裂く重機にかき消されていた。このままだ

とあの人気を失った『震災遺構』になってしまうのだろう

か…。 

(神奈川県 社会福祉法人ひかり 齊藤進治) 

 

見附島 
能登よさこいふるさと祭り Nさんと実地調査している様子 
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